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あらまし：CMS(コース管理システム)と連携して，授業進行に合わせて逐次モバイル端末に問題を取り込

みオフラインで学習することができるスマートフォンアプリの開発を行う．この学習ツールは，問題は出

題群からランダムに出題され，つぎの機能を有する．問題の出題対象からの一時的除外，理解度による問

題の絞込み，学習中の進捗状況の管理ができる．これらの機能により，蓄積された問題を効率的に学習で

きる特長を有する．  
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1. はじめに 

社会が急激に変化する予測が困難な時代にあって，

質の高い学士課程教育が日本の大学に求められてい

る．質の高い教育実現には，授業の受講と授業の事

前の準備，事後の展開による主体的な学びが必要で

あり，学生の‘総学修時間’の確保と教員の学修過

程全体に対する関与の工夫が求められている（１）．  

筆者らは多人数の対面型集合教育を対象として

「授業と学習（予習・復習）のサイクル形成」に必

要な支援機能を備えた授業支援型 e-Learning システ

ム CEAS を開発し（2）関西大学での全学利用に供し

てきた．CEASは，教員と学生の授業や予習･復習に

関する諸活動を毎回の授業実施を単位として扱える

特徴を有するコース管理システム(CMS)であり，授

業中の小テスト実施などに加え，授業前予習確認に

利用できるアンケートや，授業後の復習を促進する

ためのレポートの設定・回収を効率的に行える．し

たがって，上述の質の高い授業の実施に関し，教員

が主導的な役割を果たしながら学生に学習を求める

ことが可能である．しかしながら，学生が授業の進

行にあわせ主体的に自己学習を進めることをシステ

ムとして支援する機能は有していない． 

本論文では，特定の授業方法・分野を対象として

授業と学習のサイクルの中で利用することにより，

学生の主体的な事後の学びを効率的に行える学習ツ

ールを新たに開発する． 

対象とするのは，シラバスに記載された毎週の授

業内容を，学生は教科書や参考資料で事前に学習し，

授業時間中は，設問への解答と教員による解説を予

め用意していた数だけ繰り返し，学期末の成績評価

は授業中の累積得点により行う方式の授業である．

対象分野の科目は会計専門職大学院の会計学基礎科

目であり，設問の内容と難易度は，公認会計士試験

短答式試験と同じに設定されている． 

この方式の授業において毎回の授業中の得点が成

績評価に直結するので，学生は事前に学習すること

が習慣となり，授業時間中の教員と学生の双方向意

思疎通も活性化し理解が深まる． 

この方式の学びに，授業後の学習による知識定着

や理解の拡がりを促進する仕組みを開発ツールは提

供する．以下では最初に学習ツールに対する要求仕

様をまとめ，設計及び実装について記述する． 

 

2. 課題解決の方法 

 授業後の学習による知識定着を促すために，授業

中に実施された問題を授業後に蓄積できる機能を学

習ツールにもたせ，授業と学習との連携を図る． 

さらに，蓄積された問題を何度でも学習できる，

自分の進捗状況を確認できる，出題の絞り込みを行

うことができるなどの機能により効率的に理解の深

まりを促す． 

この学習ツールを実現するには，ローカルアプリ

ケーション，Web アプリケーションのいずれでも可

能である．今回は，いつでもどこでも効率良く学習

できるという点を重視し，ローカルアプリケーショ

ンで実現する．端末にアプリケーションをダウンロ

ードして使用するため，設問データの取り込みさえ

行えば，その後の学習はオフラインでも使用できる． 

 

3. 設計 

学生が学習ツールを用いる際の手順を以下のよう

に想定する． 
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①CEAS の当該授業から設問データ一式をダウン

ロードして端末上に保存 

②端末上に保存された設問データ一式を学習ツー

ル上で取り込む 

③学習ツールに取り込まれた問題群を使用して，

学生が自らの学習計画に合わせて学習を行う 

このような利用を実現するには外部データを取り

込むこと，学生の学習記録の保存，学習記録を出力

する機能が学習ツールに必要である．さらに，利用

しやすいユーザインタフェース設計や，出題がラン

ダムにされる機能，出題する問題の絞り込みといっ

た機能が必要である． 

 

3.1 外部設計 

学生が利用する端末としてスマートフォンを想定

する．スマートフォンの画面サイズの大きさや操作

性を考慮してレイアウトや画面遷移を設計する．  

学習ツールには，問題を表示し学生が解答し解説

を表示する「設問解説画面」，全問題の学習状態を確

認できる「設問一覧画面」，設問データの取り込みや

学習状態初期化や設問データの取り込みや学習記録

の出力行う「環境設定画面」の 3 画面を設ける．画

面の切り替えはボタン操作で行う． 

 

3.2 内部設計 

学習ツールを Webアプリケーションとして開発す

ること，および Webアプリケーションをローカルア

プリケーションに変換する開発も視野に入れている

ので，汎用的なアーキテクチャで学習ツールを設計

する． 

ここでは，「表示層」，「モデル層」，「データ層」か

らなる 3 層のアーキテクチャをとる．表示層では画

面表示とユーザの操作に対応する制御を行い，モデ

ル層では問題の出題や正誤判定などの処理や学習状

態や設問関連データをメモリ上に保持する．データ

層では設問関連データ，学習者データおよび学習結

果データを永続的に保持し，データへのアクセス手

段を与える．層間のアクセスは，学習者がツールを

利用して学習している状態では表示層とモデル層だ

けで処理が行えるようにし高速化を図る． 

外部とのデータ入出力は XML形式のファイルを用

いる．これは，担任者が授業前の準備として用意す

る設問や解説には，カンマや円記号使われているこ

とへの対応である． 

 

4. 実装 

今回は学習ツールを Android アプリケーション

として実装する．表示層では 3 つの画面をそれぞれ

Activityの拡張クラスとして実装し，インテントを

介して連携させる．学習を行っている設問解説画面

から設問一覧画面または環境設定画面への遷移は

Android 端末のメニューボタンで選択する．図 1 に

設問解説画面を示す．この画面は表示された設問文

の正誤を画面の下部に表示されていた「誤り」のボ

タンを解答した後の画面例である．画面の上部には

解答回数，正答回数などの学習状態が表示されてい

る．この設問や解説内容を完全に理解できていて繰

り返し解答する必要がないと判断した場合には，画

面下部の「完璧」ボタンをクリックすることにより

出題群から除くことができ，出題群を絞りながら効

率的に学習を進めることを可能とした．  

 

5. 終わりに 

授業と学習のサイクルと連動して利用し，学生の

主体的な事後の学びを促進することを目的とする学

習ツールを提案し，開発を行った．授業の進行に合

わせて問題の追加蓄積が可能であり，繰り返し学習

でき，理解度によって出題を絞り込むことが可能で

ある．これらの機能により，授業後の学習による知

識定着や理解の深まりの促進が期待できる．さらに，

蓄積した問題を効率的に学習できることから，資格

試験対策等に活用することが可能であると考えられ

る． 

今回は学習ツールを Android アプリケーションと

して開発したが，汎用的なアーキテクチャでツール

を設計しているので，この設計を利用して HTML5

と JavaScriptを組み合わせたWebアプリケーション

や，そのアプリケーションを iOSのアプリケーショ

ンに変換する開発を今後進める予定である． 
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